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暑さとケージ鶏の管理メモ 
―（養鶏試験場）― 

 

１、鶏に対する高温の影響と防暑対策 

①体 温 成鶏の体温は 41.1～41.7 度Ｃであって、

正常な生理作用を営むためには、この体温を維持す

ることが必要であります。鶏の体温は環境による気

温の影響を受け易いものであります。鶏は、高温に

あうと、体温を正常に保つために体温を調整します

が、ある温度以上の高温の場合は、体温の調節が困

難となり、体温も上昇して、生理作用が妨げられて

遂には死亡します。鶏の体温に影響する臨界温度は、

27.5 度Ｃで気温がこれ以上上昇してきますと体温の

上昇が始まり、致死温度は 47 度と云われています。 

②体温の調節と飲水 鶏の高温に対する体温の調節

の方法をしましては、呼吸、排糞、飲水、翼の開張

があげられますが、ケージ飼育のような場合、間口

24.5 センチメートルの金網カゴの中で自由に翼を拡

げるわけにもいきません。呼吸や排糞も生理的なも

のであり、量的に限度がありますから、１番てっと

り早い方法である、多量に飲水する方法を鶏はえら

ぶわけです。最近ケージ養鶏の普及に伴ない、夏の

軟便が重要な問題として採り上げられていますが、

これの対策として一応飲水の制限ということも考え

られますが、鶏の健康や、産卵に影響のない範囲で、

コントロールすることは、比較的むつかしいもので

すがから、必然的に環境を涼しくしてやらなければ

いけないと思います。 

③防暑対策 鶏舎の周囲の散水、ヨシズ、日蔭樹に

よる防暑はもちろん効果的でありますが、トタン瓦

の鶏舎では、白色のビニール塗料の塗布や、夏の間

だけ屋根にムシロを敷くのもよろしい。 

２、産卵と飼料 

 夏の暑さは産卵率、卵量の減少をきたしますが、

これと併行して、飼料の摂取量を減少してきます。

この時期に栄養が不足しますと早期の換羽を伴い、

休産するようになります。夏から秋にかけて、一般

に卵価が高く、養鶏経営の岐路ともいえる時期です

から、細心の注意が必要となります。飼料の

摂取量が減っても、なお栄養の必要量を確保

できるよう、比較的高カロリー飼料を用いる

ことが必要で、殻類は 50％以上使用すること

が望ましいと思います。 

 夏期は、鶏体内のビタミンの消費量が高ま

りますから、これの補給と食欲増進のため、

新鮮な緑餌を、できるだけ多給につとめたい

ものです。飼料の摂取量の増加をはかるため

には、調理、給餌方法を改善することが大切

で、飼料は早朝、夕方の涼しい時間に多く与

えるようにします。練餌の場合は醗酵し易い

ので、残餌の上に給餌しますと、鶏の食欲は

ますます低下します。給餌器は常に清潔にしておき、

時々水洗いして使用したいものです。飲水はなるべ

く頻々に取り替えて、給水パイプなどの直射日光の

当らないようにすることが大切です。 

 

豚肉の仕上げ 

 現在市場でのぞまれている肉豚の品質は、体重 100

㎏にするのに生後８ヶ月以内、90 ㎏では７ヶ月以内

で１kg 体重を増すに要する飼料は４㎏以内、枝肉は

赤肉 60、脂肪 30、骨 10 の割合で背脂肪の厚さが２

～３㎝、と殺前の絶食体重に対する赤肉の歩留りは

40％以上であるものが理想とされている。 
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 豚肉は生後５～８ヵ月の間は、飼料効率（体重１

㎏を増すのに要する飼料）もよいが、その時期を過

ぎると非常に悪くなり、皮下脂肪が厚くなる傾向が

ある。 

 体重 80 ㎏以下では枝肉歩留も 58～63％で低く、

肉付き、肉脂肪のしまりが悪く、体重 100 ㎏以上に

なると枝肉歩留りは 70％となるが、肉がかたく脂

肪が多すぎ枝肉が大きすぎて使用に不便とされて

いる。 

 そこで肉豚の仕上げは、生後７～９ヵ月で体重

90～100 ㎏として行うようにする。 

 飼料は生後５～６ヵ月までの比較的喰込量の少

ない時期に価額の高い蛋白質飼料や糖類を多く与

えて充分発育させ、生後７～９ヵ月の仕上げ、時期

には価格の安いいも類などの澱粉質飼料を主体に

与えるようにする。 

 


